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１．⽇本のかいごロボットのつよみ
 ⽇本で開発をすすめるロボットがヨーロッパ、アメリカ、アジアなどでかつや
くしているよ。

 したの図からも分かるように、⽇本はロボットにひつような３つの技術「セン
サー」、「駆動系（アクチュエータ）」、「知能・制御」に強みがあるんだ。

【第１問】

ロボットの知能・制御で、ロボットが

考えるちから（名前をつけるとその名

前に反応するようになるなど）をもつ

ために必要なものはなにかな？

右の図の①～③で選んでね。

ちなみに、英語だとエーアイ（AI）と

よばれているよ。

正解：①
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２．ヨーロッパをみてみよう！

ジラフは英語できりんという意味だよ

【第２問】首のながい ① のかいごロボットの名前は？

① パンダ

② ジラフ

③ ゴジラ

・家のなかを遠隔操作で移動できる！

・はなれた場所にすむ家族とお話ができる！

・じゅうでん中は、後ろ向きになるよ。

ドイツで研究中

未来のロボット

Care-O-bot 4

（備考）筆者撮影、各種ＨＰより作成

正解：②

 ヨーロッパでは、お年寄りがじぶん⼀⼈でもお家でくらせるように⽣活を
サポートするかいごロボットがかつやくしているよ。

 そして、ドイツの研究所では、お家のなかでいろいろな家事をおてつだい

してくれる未来のロボットづくりも進められているんだ。

じゅうでん中
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３．アメリカをみてみよう！

データをもとに⽴体のものを作る機械

【第３問】 のかいごロボットは世界ではじめてその人の骨格にあった

ロボットを作ったよ。骨格にあわせるために使うテクノロジーは？

① ５G（ファイブジー） ② ３D（スリーディ）プリンター

③ 量子コンピューター

（備考）各種ＨＰより作成

正解：②

 アメリカでは、からだが不⾃由になった時に、歩くことをたすけるロボットが
かつやくしているよ。

 そのほか、⼈といっしょに⽣活ができるロボットの開発も進められているよ。

パーソナルロボット

PR2

おそうじをしたり、ビリヤードで
いっしょにあそぶこともできるよ！

番号 かいしゃ名 主な製品名 製品概要

①
エクソ・バイオニクス

（Ekso Bionics）
エクソハイカー
（ExoHiker）

・歩⾏⽀援ロボット

・つかう⼈の⾻格にあったロボットが
 つくれる

②
アルゴメディカルテクノロジー
（Argo Medical Tecnologies)

リウォーク
（ReWalk）

・歩⾏⽀援ロボット

・安川電機（⽇本）と提携

③
ウィローガレージ

（Willow Garage）
ピーアールツー

（PR２）
・⽣活⽀援ロボット
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４．近場のアジア（中国・韓国）では
 65歳以上のお年寄りを⽀える⽣産年齢⼈⼝（年齢別⼈⼝のうち労働⼒の中核をなす

15歳以上65歳未満の⼈⼝層）の⼈⼝は、中国や韓国でも⼤幅な減少が⾒込まれよ。

 このように、かいごする⼈が不⾜するなか、かいごロボットを開発・導⼊し、
かいご現場の労働⽣産性や効率性を向上することが期待されているよ。

【第４問】韓国で開発された「SILBOT（シルボット）」は、

お年寄りがゲームを楽しむかいごロボットだよ。

ロボットが進むとき、物があったらよけるために

使われる技術は？
① センサー

② ソーサー

③ シーサー

ロボット技術の３要素の１つだよ正解：①
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5．かいごロボットのかつやくをめざそう
 「ゆめのロボット」を作る（⼩学校・国語教科書に掲載）というおはなしを
知っているかな？このモデルの「マッスルスーツ」という着る
ロボットは、⽣きているあいだじぶんで⾃⽴した⽣活ができる
ことを⽬指して開発されたよ。

 ゆめのロボット、あなたならどんなロボットをつくりたいかな？

【第５問】かいごロボットの利用意向アンケートでは、「利用したい」の回答が

多数だったよ。利用するときに「かいごロボットに期待すること」の

うちもっとも多くの回答が寄せられたものは？

正解：③

(株)イノフィス：
マッスルスーツ

（備考）内閣府「介護ロボットに関する特別世論調査（13年9月）」、各種ＨＰより作成
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